
数字で見る復興進捗状況

震
災
前
後
、
地
域
内
外

の
市
民
活
動
を
つ
な
ぐ

同
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
特
徴

は
、
官
民
含
め
た
複
数
の
主
体

が
協
働
で
運
営
に
当
た
っ
て
い

る
こ
と
だ
。
大
船
渡
市
で
活
動

す
る
３
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
市
の
社

会
福
祉
協
議
会
、
そ
し
て
大
船

渡
市
の
５
者
が
２
０
１
３
年
９

月
に
市
民
活
動
支
援
協
議
会
を

設
立
。
仮
設
商
店
街
「
お
お
ふ

な
と
夢
商
店
街
」
の
一
角
に
支

援
セ
ン
タ
ー
を
仮
オ
ー
プ
ン
。

４
ヶ
月
の
試
験
運
用
の
後
、
市

街
地
の
商
業
施
設
内
に
拠
点
を

移
し
て
本
格
始
動
と
な
っ
た
。

協
議
会
を
構
成
す
る
３
つ
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
う
ち
、「
夢
ネ
ッ
ト

大
船
渡
」
は
２
０
０
６
年
か
ら

地
域
お
こ
し
や
中
間
支
援
活
動

を
続
け
、
地
域
で
は
実
績
の
あ

る
団
体
。
被
災
し
た
方
に
食
事

を
提
供
す
る
「
さ
ん
さ
ん
の

会
」
と
、
復
興
支
援
に
県
外
か

ら
駆
け
つ
け
た
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
る
「
み
ち
の
く
ふ
る
里

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
震
災
後

に
生
ま
れ
た
新
し
い
団
体
だ
。

３
団
体
が
入
る
こ
と
で
震
災
の

前
と
後
、
そ
し
て
地
域
の
内
と

外
の
リ
ソ
ー
ス
を
結
ぶ
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

外
部
支
援
が
途
絶
え
た

後
に
試
さ
れ
る
地
域
力

支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
な
事
業

は
、
市
民
活
動
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
、
情
報
の
見
え
る

化
、
相
談
窓
口
対
応
、
交
流
・

協
働
サ
ポ
ー
ト
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
支
援
の
５
つ
。
協
議
会
の
代

表
を
務
め
る
大
関
輝
一
さ
ん

（
み
ち
の
く
ふ
る
里
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
）
は
「
開
所
後
、
市
民

や
地
域
の
団
体
か
ら
早
く
も
問

い
合
わ
せ
や
相
談
が
持
ち
込
ま

れ
て
い
る
。
ま
ず
ま
ず
の
滑
り

出
し
」
と
語
る
。

現
在
は
市
内
の
市
民
団
体
な

ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
進
め
て
い

る
。
以
前
か
ら
自
治
会
や
婦
人

会
、
子
供
会
な
ど
の
地
域
活
動

が
あ
る
が
、
震
災
を
機
に
、
新

た
に
団
体
が
生
ま
れ
、
ま
た
市

外
・
県
外
か
ら
も
多
く
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
が
支
援
に
入
っ
た
。
だ

が
法
人
格
を
取
得
し
て
い
な
い

団
体
ま
で
含
め
る
と
、
現
状
を

把
握
す
る
こ
と
は
市
で
も
難
し

い
状
況
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

事
業
の
土
台
と
す
る
た
め
に
も
、

各
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
元

に
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
づ
く
り

が
急
務
だ
。

来
年
度
か
ら
は
大
船
渡
市
の

広
報
誌
の
う
ち
毎
月
１
ペ
ー
ジ

を
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
持
ち
、

市
民
団
体
の
活
動
紹
介
や
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用

す
る
。
市
と
し
て
も
、
市
民
の

声
を
取
り
上
げ
る
方
法
を
模
索

し
て
い
た
が
、
協
議
会
で
定
期

的
に
交
流
す
る
中
で
、
広
報
誌

の
委
託
と
い
う
具
体
的
な
協
働

の
形
が
生
ま
れ
た
。
大
関
さ
ん

は
、「
自
分
が
使
え
る
支
援
情

報
が
ど
こ
で
得
ら
れ
る
の
か
分

か
り
に
く
い
。
住
民
全
員
に
届

岩
手
県
大
船
渡
市
で
２
０
１
４
年
２
月
、
沿
岸
部
で
は
初
と
な
る
公
設
民
営
の
常
設
型

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
「
大
船
渡
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
開
所
し
た
。

地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
、
企
業
、
行
政
が
セ
ク
タ
ー
を
超
え
て
情
報
を
共
有
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
で
地
域
活
動
を
活
性
化
し
、
市
民
参
加
に
よ
る
復
興
の
ま

ち
づ
く
り
促
進
を
目
指
し
て
生
ま
れ
た
場
だ
。

け
ら
れ
る
広
報
誌
を
う
ま
く
活

用
し
た
い
」
と
期
待
す
る
。
こ

う
し
た
情
報
発
信
の
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
に
動
き
出
せ
る
の
も
、

官
民
協
働
事
業
な
ら
で
は
の
こ

と
だ
。

大
船
渡
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
が
、
外
部
か
ら
支
援
に
入
っ
た

団
体
は
少
し
ず
つ
姿
を
消
し
つ
つ

あ
り
、
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
あ

ら
ゆ
る
面
で
の
支
援
が

縮
小
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
と
な
る
。
大
関

さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で

は
、
国
や
県
な
ど
の
公

的
支
援
の
ほ
か
、
県

外
か
ら
も
多
く
の
援
助

が
あ
り
、
被
災
地
の

活
動
は
い
わ
ば
ゲ
タ
を

履
か
せ
て
も
ら
っ
て
い

た
状
態
。
こ
れ
か
ら
各

地
域
の
真
の
実
力
が
試

さ
れ
る
」
と
気
を
引
き

締
め
て
い
る
。

公
設
民
営
に
よ
る
支
援
の
仕

組
み
は
被
災
地
に
お
け
る
新
し

い
市
民
活
動
の
フ
レ
ー
ム
づ
く

り
に
ど
の
よ
う
な
力
を
発
揮
で

き
る
の
か
。
多
く
の
支
援
団
体

が
生
ま
れ
た
東
北
の
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
占
う
上
で
も
、
大

船
渡
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
動
は
試
金
石
と
な
る

だ
ろ
う
。

沿
岸
部
初

公
設
民
営
型
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

市
民
の
力
を
結
集
し
て
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

岩手県大船渡市

広告

246.5 mm × 80mm

98.7%

68.4%

97.1%

6面

山形県長井市

3面 宮城県
起業家育成事業

7面

復興を加速させる
地域の起業家ネットワーク

東北は、シリコンバレーと並び
世界的な成長地域になる

震災から３年

大槌町・新規漁業
就業者体験講座

市民が生み育てるまちづくり
～ 18 年目の生ごみ	 	
	 堆肥化プランと地元のフェス～

特集
４－５面

名取市閖上「ゆりあげ港朝市」
再開から３ヶ月

震災前比２倍の
集客力の秘密は

215地区

33地区

13,231戸

・防災集団移転促進事業（工事着手）

・土地区画整理事業（事業計画認可）

災害公営住宅整備事業（福島除く・工事着手）

岩手県
宮城県

福島県

■復興まちづくり※1

■がれき処理※2

※1復興まちづくり	 11月 30日時点	復興庁発表
※2 がれき処理	 1月 31日時点	環境省発表

0

0

0

0

100

3 県・48 地区

2 県・21,811戸

3 県・335 地区

2面 RCF復興支援チーム
代表理事　藤沢烈氏

漁師になるには？

２月に行われた開所式に集合した関係者。
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【政策】
宮城県、医療費免除再開へ
宮城県内１３市町は、自宅が大規模半
壊か全壊判定された市民税非課税世
帯に絞り、４月より医療費免除を再開
する方針を強めた。

東北４県、復興交付金８次を申請
青森県を含む東北４県と４９市町は、
復興交付金第８次申請として国へ総
額約１６３６億円を要求した。３月に
配分予定。

【産業復興】
福島県、産業復興特区を拡大
福島県は、ふくしま産業復興投資特
区の対象区域において、４８市町村
５０２ヵ所を国に追加申請した。２月
中に認定される見通し。

イオン釜石、３月１４日オープン
岩手県釜石市に「イオンタウン釜石」
が３月１４日に開店する。市と災害協
定も結び、屋上を避難場所に利用。
地元民４３０人を雇用する予定。

【生活・まちづくり】
川内村、むらづくり大学設立へ
福島県の川内むらづくり協議会は、新
しい村づくりをめざし活動する仮想の
学校、川内むらづくり大学を１４年１０
月に開校する。

南北リアス線、４月に全線復旧
岩手県の三陸鉄道は４月５日に南リア
ス線釜石－吉浜間、同６日に北リアス
線田野畑－小本間を再開。南北リア
ス線全線が復旧する。

JR 東日本、復旧に公的資金を要求
JR東日本は、気仙沼線と大船渡線あ
運休区間を併せた復旧工事の総事業
費１１００億円のうち、６７０億円は公
的支援を求める方針を発表した。

貸家が貢献、住宅着工が約５割増
国交省の１３年１２月期の調査によれ
ば、東北６県の新設住宅着工戸数が
前年同月比約５割増で、そのうち貸家
が約９割増と判明した。

大船渡市、初の造成工事完了
岩手県大船渡市末崎町小細浦地区に
おいて、防災集団移転事業の住宅団
地造成工事が１月１５日、市内で初め
て完了した。

陸前高田市、区画整理事業が認定
岩手県陸前高田市の高田、今泉両地
区の区画整理事業が県の都市計画審
議会で２月１４日、認定された。総事
業費は約１２００億円。

郡山市、屋内遊び場をオープンへ
福島県郡山市は、市内の東西南北４ヵ
所に屋内遊び場を新設し１６年４月に
オープンする。１４年３月に公募によ
り基本構想を決める。

楢葉町、まちづくり会社設立へ
福島県楢葉町で帰町後のまちづくりを
町民と民間事業者が考えて活動するま
ちづくり会社を１４年６月１日に発足す
ると発起人会が決めた。

【原発・放射能】
福島県、仮置き場が４４８ヵ所
福島県のデータでは、１３年７月末
時点で県内２８市町村の仮置き場は
４４８ヵ所、現場保管は３３市町村で
２万カ所以上に上る。

福島県内、除染完了時期が延長に
環境省は、福島県の除染完了時期を
南相馬、富岡、浪江、飯館の４市町
を１６年度内、川俣、葛尾の２町村を
１５年度内に延長する。

南相馬市、避難区域解除期を決定
福島県南相馬市は、市内の避難指示
解除準備、居住制限区域において、
１６年４月に解除する方針を正式に決
めた。

福島県、中間貯蔵再配置案を提示
福島県の佐藤知事は、国に対し、中
間貯蔵施設候補地を大熊、双葉、楢
葉の３町から楢葉を外し、残り２町に
集約する案を提示した。今後国からの
新たな案をもって議論を本格化させる。

１２月２１日～２月２１日

ラ
ピ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
12
年
度

の
内
閣
府
の
事
業
に
も
関
わ
っ

た
が
、
事
務
局
の
村
上
貴
紀
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
今
年
度
の
特
徴

は
地
元
出
身
者
の
起
業
家
の
割

合
が
増
え
た
こ
と
だ
。「
そ
も

そ
も
昨
年
度
は
、
こ
の
事
業
の

情
報
が
地
域
に
浸
透
し
て
い
な

か
っ
た
。
前
年
の
内
閣
府
事
業

で
生
ま
れ
た
起
業
家
が
モ
デ
ル

と
な
り
、『
起
業
』
が
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
目
に
見
え
る
形
に

な
っ
て
き
た
」。

地
域
を
つ
な
ぐ		

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
主
催
で
、
１
月
に
は
「
起

業
家
対
象
基
礎
講
座
」
が
開
か

れ
た
。
参
加
し
た
の
は
、
12
年

在
）
の
起
業
家
が
誕
生
し
た
。

県
事
業
の
う
ち
、
石
巻
・
気
仙

沼
周
辺
地
域
を
担
当
し
て
い
る

の
が
N
Ｐ
Ｏ
法
人
石
巻
復
興
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。
89
名
の

う
ち
、
石
巻
・
気
仙
沼
周
辺
で

は
39
名
が
起
業
。
年
齢
層
は
20

～
60
歳
代
と
幅
広
く
、
男
女
比

は
お
よ
そ
３
対
２
。
起
業
分
野

は
多
岐
に
わ
た
り
、
地
ビ
ー
ル

や
ワ
カ
メ
餃
子
の
販
売
な
ど
の

飲
食
店
や
、
三
陸
野
菜
や
海
産

物
の
通
販
、
そ
の
ほ
か
に
も
、

自
然
体
験
ツ
ア
ー
や
ア
ロ
マ
テ

宮
城
県
内
に
89
名
の	

新
起
業
家
が
誕
生

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
各

県
で
は
、
2
０
１
３
年
度
か

ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
新
た

な
起
業
家
育
成
が
進
ん
で
い

る
。
被
災
地
域
に
お
け
る
起

業
家
支
援
の
先
行
事
業
と
し

て
は
、
12
年
度
に
内
閣
府
が

行
っ
た
「
復
興
支
援
型
地
域

社
会
雇
用
創
造
事
業
」
が
あ

る
。
全
国
の
N
Ｐ
Ｏ
な
ど
12

団
体
を
通
し
て
起
業
支
援
・

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
、

６
０
８
名
の
起
業
家
を
育
成
。

２
０
７
８
名
に
社
会
的
企
業
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
機
会
を

提
供
し
た
。
こ
こ
で
生
ま
れ
た

事
業
が
発
展
し
、
地
域
に
継
続

的
な
雇
用
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、

13
年
度
か
ら
は
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
各
県
が
内
閣
府
の
事
業

を
引
き
継
ぐ
形
で
、
地
域
に
根

ざ
し
た
起
業
家
育
成
を
独
自
に

展
開
し
て
い
る
。

例
え
ば
宮
城
県
で
は
今
年
度
、

新
た
に
計
89
名
（
14
年
２
月
現

度
の
内
閣
府
事
業
、
13
年
度
の

県
事
業
の
両
者
か
ら
誕
生
し
た

起
業
家
の
う
ち
、
石
巻
・
気
仙

沼
周
辺
地
域
に
住
む
約
30
名
。

事
業
運
営
に
求
め
ら
れ
る
経

理
・
会
計
や
資
金
調
達
の
ポ
イ

ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基

礎
を
学
ん
だ
。

こ
の
講
座
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
と
同
時
に
、

起
業
家
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
る
目
的
も
あ
る
。
そ
こ

で
重
要
な
の
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
存
在
だ
が
、
石
巻
復
興

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
り
な
が
ら

起
業
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
促
す
担
当
者
を
地
域
ご
と

に
配
置
し
て
い
る
。
南
三
陸
地

域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
厨

（
く
り
や
）
勝
義
さ
ん
は
、
起

業
家
同
士
が

日
常
的
な
交

流
の
中
で
、

事
業
上
の
課

題
解
決
を
見

出
し
て
い
る

様
子
に
着
目

し
、
12
年
度

と
13
年
度
の

起
業
家
同
士

も
意
識
的
に

引
き
合
わ
せ

て
き
た
。

講
座
に
は

南
三
陸
町
か

ら
も
６
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。
参
加
者
の
1

人
、
養
殖
漁
業
を
営
む
村
岡
絹

子
さ
ん
は
、
夫
婦
で
か
き
小
屋

「
漁
師
の
番
屋
」
を
開
こ
う
と

応
募
し
、
起
業
の
準
備
中
だ
。

も
と
も
と
顔
見
知
り
だ
っ
た
同

じ
町
の
住
人
が
何
人
も
昨
年
度

に
起
業
し
て
お
り
、
そ
れ
が
刺

激
と
な
っ
て
起
業
を
決
意
し
た

と
言
う
。

地
元
の
起
業
家
が
増
え
れ
ば
、

一
つ
ひ
と
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
小
さ

く
と
も
、
そ
れ
が
有
機
的
に
つ

な
が
る
こ
と
で
、
地
域
の
復
興

と
活
性
化
へ
の
貢
献
が
期
待
で

き
る
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、
意

識
的
に
地
域
内
連
携
を
加
速

す
る
た
め
、
事
業
申
請
書
に

推
薦
者
の
欄
を
設
け
た
。

「
個
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
も

重
要
だ
が
、
地
縁
に
恵
ま
れ
て

い
る
こ
と
も
大
切
な
資
質
。
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
一
つ
の
地
域

に
集
積
す
る
こ
と
で
、
起
業
家

と
い
う
『
点
』
か
ら
地
域
と
い

う
『
面
』
の
力
が
生
ま
れ
、
地

域
復
興
が
促
進
さ
れ
る
」
と
村

上
さ
ん
は
期
待
す
る
。
国
や
県

に
よ
る
支
援
の
枠
組
み
を
生
か

し
、
地
域
に
雇
用
と
活
力
を
も

た
ら
す
た
め
に
は
、
こ
う
し
た

起
業
家
を
支
え
る
工
夫
が
今

後
も
必
要
と
な
り
そ
う
だ
。

宮
城
県 

起
業
家
育
成
事
業

復
興
を
加
速
さ
せ
る
地
域
の
起
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｑ
．
間
も
な
く
震
災
か
ら
3
年
で
す
。
現
状

を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
？

復
興
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の
か
、
こ
れ
か
ら

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
、
い
く
つ
か
の
数
字
を

追
い
な
が
ら
説
明
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
復
興
庁
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
が
れ
き
の

撤
去
に
関
し
て
、
3
月
末
で
岩
手
県
と
宮
城
県
で

は
処
理
を
１
０
0
％
終
え
る
見
込
み
だ
。
復
興

予
算
の
多
く
が
投
下
さ
れ
て
き
た
事
業
で
あ
り
、

こ
の
3
年
で
終
わ
っ
た
こ
と
の
大
き
な
１
つ
と
言

え
る
。
残
る
福
島
県
も
、
あ
と
1
年
で
終
了
す

る
見
込
み
で
、
が
れ
き
以
外
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
も
概
ね
計
画
通
り
に
進
ん
で
い
る
。

続
い
て
被
災
さ
れ
た
方
の
最
大
の
関
心
事
で

あ
る
住
宅
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。

用
地
取
得
の
交
渉
や
整
備
計
画
の
策
定
に
多

く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
た
３
年
間
だ
っ
た
が
、

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
の
１
～
２
年
で
本
格
化

す
る
。
現
時
点
で
は
完
成
し
た
復
興
住
宅

は
約
１
～
２
割
だ
が
、
今
後
１
年
で
約
５

割
が
、
さ
ら
に
１
年
で
９
割
方
が
完
成
す

る
見
込
み
だ
。
高
台
移
転
や
土
地
区
画
整

理
と
い
っ
た
民
間
住
宅
用
地
の
整
備
も
２
年

間
で
５
～
６
割
が
完
了
す
る
見
込
み
で
、

現
在
仮
設
住
宅
に
住
む
約
10
万
人
の
方
々
の
、

住
ま
い
の
移
行
が
始
ま
る
。
沿
岸
部
の
更
地
の

ま
ま
の
町
を
見
て
「
復
興
が
進
ん
で
い

な
い
」
と
い
う
印
象
を
持
つ
人
も
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
２
年
間
で
大
き
く
変
化
し
て

い
く
た
め
の
下
準
備
の
期
間
だ
っ
た
と
捉

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

最
後
に
産
業
面
は
、
厳
し
い
状
況
だ
。

被
災
し
た
沿
岸
部
の
主
要
産
業
で
あ
る

水
産
・
食
品
加
工
業
に
つ
い
て
見
る
と
、

加
工
施
設
自
体
の
復
旧
は
78
％
ま
で
来

た
の
に
対
し
、
震
災
前
の
水
準
に
売
上

が
回
復
し
て
い
る
の
は
14
％
に
留
ま
る
。

ハ
ー
ド
面
の
復
旧
に
目
処
が
つ
き
、
こ
れ

か
ら
は
い
か
に
商
品
の
付
加
価
値
を
高

め
、
消
費
者
が
求
め
る
も
の
を
売
っ
て
い
け
る

か
が
問
わ
れ
て
い
く
。

Ｑ
．
住
ま
い
の
移
行
で
は
何
が
起
き
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
か
？

仮
設
住
宅
と
復
興
住
宅
の
二
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
向
け
た
支
援
が
必

要
だ
。
ま
ず
仮
設
住
宅
だ
が
、
全
員

が
一
度
に
今
の
住
ま
い
か
ら
移
行
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
経
済
力
の
あ

る
人
か
ら
仮
設
住
宅
を
出
て
行
く
傾

向
が
あ
る
。
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
と

り
ま
と
め
て
き
た
自
治
会
長
か
ら
仮

設
住
宅
を
出
て
い
く
傾
向
が
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
劣
化
し
て
い
く
こ
と

も
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
単
純
な
数
の

減
少
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
質
も

変
わ
る
中
で
、
い
か
に
仮
設
住
宅
に
残
る
人

た
ち
の
ケ
ア
を
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
る
。

対
応
と
し
て
は
、
行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
協

な
ど
が
連
携
し
て
自
治
会
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
だ
。
こ
の
３
年
間
で
仮

設
住
宅
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ

各
地
で
役
割
分
担
が
さ
れ
て
き
た
が
、

今
後
の
変
化
に
お
い
て
は
個
々
の
努
力

だ
け
で
は
難
し
い
こ
と
も
出
て
く
る
だ
ろ

う
。
個
々
の
自
治
会
の
変
化
す
る
状
況

な
ど
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
支
援

側
に
も
よ
り
一
層
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｑ
．
移
行
先
で
あ
る
復
興
住
宅
で
は

ど
う
で
し
ょ
う
？

復
興
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
は
、

入
居
す
る
ま
で
が
勝
負
と
言
わ
れ
て
い

る
。
復
興
住
宅
は
場
所
の
利
便
性
な
ど
に
差

が
あ
る
た
め
抽
選
で
入
居
が
決
ま
り
、
元
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
の
移
行
は
難
し
い
。
地
域

の
自
治
会
や
社
協
で
入
居
前
の
懇
談
会
を
企

画
す
る
な
ど
、
受
入
れ
側
で
工
夫
を
し
な
が

ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。

一
方
で
入
居
が
募
集
定
数
に
満
た
な

い
復
興
住
宅
も
出
て
き
て
い
る
。
仮
設

住
宅
内
で
既
に
形
成
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
毎
に
移
動

す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
つ
く
ら
な
い
と

仮
設
住
宅
に
人
が
残
り
続
け
て
し
ま
う

こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
仮
設
住
宅
を
強

制
的
に
打
ち
切
る
よ
う
な
形
で
は
な
く
、

民
間
の
知
恵
を
活
用
し
な
が
ら
移
行
先
の
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
く
解
決
策
が
、

住
ま
い
の
再
建
を
進
め
て
い
く
だ
ろ
う
。

ま
た
阪
神
大
震
災
で
は
、
復
興
住
宅
へ
の
入

居
後
5
年
程
度
か
ら
自
治
会
が
機
能
し
な
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
自
治
会
機
能
も
高

齢
化
を
考
え
る
と
継
続
が
難
し
く
な
る
た
め
、

そ
れ
を
支
え
る
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
専
門

組
織
と
共
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。
支
援
側
と
し

て
は
、
移
行
直
後
は
自
治
会
の
立
ち
上
げ
を

支
援
し
つ
つ
、
そ
の
後
は
５
年
先
10
年
先
を

見
据
え
て
、
自
治
会
を
支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

Ｑ
．
産
業
の
本
格
復
興
へ
向
け
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
？

今
の
状
況
は
悪
循
環
が
お
き
て
い
る
と
言
え

る
。
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
つ
く
れ
な
い
た
め

利
益
が
生
む
こ
と
が
で
き
ず
、
高
い
人
件
費
を

払
え
ず
良
い
人
が
確
保
で
き
な
い
。
無
理
矢
理

雇
用
を
拡
大
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
い
か
に
し

て
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
つ
く
り
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
循
環
を
生
み
出
せ
る
か
が
焦
点
と
な
る
。

産
業
面
の
支
援
に
お
い
て
は
、
復
興
庁
の
行
っ

て
い
る
「
新
し
い
東
北
」
事
業
や
、
ヤ

フ
ー
や
オ
イ
シ
ッ
ク
ス
の
進
め
る
「
三
陸

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

た
だ
し
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
ツ
ー
ル
に
過

ぎ
な
い
。
最
も
重
要
な
の
は
、
現
地
経

営
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
意
識
の
変
革

だ
。
東
北
沿
岸
は
旧
来
よ
り
下
請
け
の

産
業
構
造
だ
っ
た
が
、
言
わ
れ
た
も
の
を

つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
誰
に
い
く
ら
で
売
る
か
を

考
え
る
販
売
戦
略
が
必
要
だ
。
自
ら
「
値
付
け

を
す
る
」
こ
と
で
い
か
に
守
り
か
ら
攻
め
へ
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
変
革
さ
せ
て
い
け
る
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
上
述
し
た
支
援
側
の

取
り
組
み
が
更
に
活
き
て
く
る
の
だ
。

Ｑ
．
産
業
構
造
は
震
災
前
か
ら
の
も
の
で
す

が
、
そ
の
変
革
は
ど
う
実
現
で
き
ま
す
か

地
元
の
方
々
の
意
識
改
革
を
支
え
る
、
外

部
の
優
秀
な
人
材
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に

も
、
東
北
の
位
置
づ
け
を
「
被
災
し
て
支
援

が
必
要
な
場
所
」
か
ら
「
可
能
性
が
あ
る
か

ら
関
わ
り
た
い
場
所
」
と
し
て
発
信
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
。

実
際
、
今
東
北
は
世
界
的
に
注
目
の
高
い

地
域
だ
。
国
連
の
視
察
団
や
ハ
ー
バ
ー
ド
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
２
０
１
４
年
に
入
っ
て

も
東
北
に
注
目
し
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。

何
故
注
目
さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
先
進
国

の
中
で
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
の
が

東
北
だ
け
だ
か
ら
だ
。
成
長
著
し
い
新
興
国

は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
成
長
が
い
ず
れ
止

ま
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
成

熟
し
た
先
進
国
が
ど
う
変
革
し
て
い
く
の
か

が
世
界
的
な
テ
ー
マ
だ
が
、
世
界
中
を

見
渡
し
て
も
こ
こ
ま
で
の
変
化
を
経
験

し
て
い
る
の
は
東
北
と
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

く
ら
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
産
業
面
に

限
ら
ず
、
行
政
や
社
会
の
あ
り
方
に
お

い
て
変
化
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
、
世

界
的
に
も
有
数
の
場
所
が
東
北
な
の
だ
。

Ｑ
．
こ
の
３
年
で
起
き
た
、社
会
的
な

変
化
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

行
政
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
考
え
や
位
置
づ
け
か
ら
変
化
を

整
理
し
た
い
。

【
行
政
】　

行
政
は
震
災
に

よ
り
、
単
体
で
公
共
を
担
っ
て

い
く
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
企

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
す
る
必

要
性
に
気
付
い
た
と
言
え
る
。

つ
ま
り
閉
じ
た
行
政
か
ら
開
か

れ
た
行
政
へ
と
変
化
し
た
。
以

前
は
行
政
の
委
託
先
と
し
て
下

請
け
的
な
位
置
づ
け
だ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
し
て

も
、
事
業
企
画
の
段
階
か
ら
話
を
聞
い

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
我
々

Ｒ
Ｃ
Ｆ
で
は
岩
手
県
釜
石
市
や
福
島
県

双
葉
町
の
中
に
入
っ
て
、
復
興
支
援
員

制
度
の
活
用
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
に
関
す
る
議
論
か

ら
ご
一
緒
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
連
携
の
中
で
、
縦
割
り
が

指
摘
さ
れ
る
行
政
に
お
い
て
も
旧
来
か
ら

の
役
割
意
識
を
変
化
さ
せ
よ
う
と
す
る

柔
軟
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

震
災
を
機
に
明
確
な
意
識
変
化
が
起
き

て
い
る
と
感
じ
る
。

【
企
業
】　

企
業
は
、
社
会
を
つ
く
る
一
員
で

あ
る
と
い
う
想
い
を
よ
り
強
く
し
て
い
る
。
有

名
な
経
営
者
が
寄
付
な
ど
の
大
き
な
支
援
を

藤
ふじさわ

沢	烈
れつ
さん
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や事業創造に取り組む。文
部科学省教育復興支援員も
兼務。共著に「ニッポンの
ジレンマ　ぼくらの日本改
造論」（朝日新聞出版）、『「統
治」を創造する　新しい公
共/オープンガバメント/
リーク社会』（春秋社）。

東
北
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
並
び

世
界
的
な
成
長
地
域
に
な
る

震災から
３年

インフラ整備は概ね順調。
これから住まいの移行が本格化

ビジョンを持って
産業構造の変革を

支援側が連携しての
コミュニティサポートを

行政、企業の変化にNPOは
追いついて応えていくべきだ 決

定
し
た
と
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
実

は
経
営
者
の
決
断
を
支
え
た
従
業
員
や
株

主
の
存
在
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
東
北

に
対
し
て
熱
意
を
持
っ
た
企
業
社
員
た
ち

が
、
時
に
は
復
興
に
携
わ
れ
な
か
っ
た
ら

退
社
を
辞
さ
な
い
く
ら
い
の
気
概
を
見
せ

な
が
ら
、
各
地
で
復
興
支
援
活
動
を
牽
引

し
た
事
例
は
多
い
。
ま
た
株
主
の
社
会
意

識
も
高
ま
っ
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
が
宅

急
便
1
個
に
つ
き
10
円
、
総
額
１
４
０
億

円
を
超
え
る
寄
付
を
行
う
と
発
表
し
た
際
、

株
主
総
会
で
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
起

き
た
と
言
う
事
例
が
象
徴
的
だ
。
社
会
貢

献
に
積
極
的
な
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
企

業
が
社
会
を
支
え
る
た
め
に
一
定
の
コ
ス
ト

を
は
ら
う
と
い
う
認
識
を
、
日
本
で
も
株

主
自
身
が
持
ち
始
め
て
い
る
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
】　

こ
う
し
た
行
政
や
企
業
の
変

化
に
対
応
し
て
そ
の
役
割
を
大
き
く
し
て
い
る

の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
。
こ
の
３
年
で
数
多
く
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
復
興
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
型
か
ら
、
組
織
型
経
営
へ
と
変
化
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
存
在
を
感
じ
る
。
企
業
が
社
会
的

事
業
を
行
う
上
で
は
、
当
然
説
明
責
任
を
果

た
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
一
端
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
も
自
ず
と
、
企
業
と
同
等
以
上
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
用
い
て
、
目
標
設
定
か
ら
実

行
・
検
証
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

き
て
い
る
。
営
利
v
ｓ
非
営
利
と
い
っ

た
構
造
で
は
な
く
、
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

高
い
レ
ベ
ル
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
持
っ
て

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で

い
く
事
例
が
い
く
つ
も
出
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
行
政
や
企
業
の
変
化
に
対

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ

て
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

も
感
じ
て
い
る
。
今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
そ

の
役
割
が
更
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と

を
確
信
し
て
い
る
。
ま
す
ま
す
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
我
々
Ｒ
Ｃ

Ｆ
も
人
員
を
拡
大
さ
せ
な
が
ら
さ
ら
に
復
興
に

コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
く
考
え
だ
。

石巻・気仙沼周辺で 30名が参加した起業家研修の様子。
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震
災
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
、
現
在
で
は
ほ

ぼ
更
地
に
な
っ
て
し
ま
い
荒
涼
と
し
た
風
景
が
広
が
る
閖

上
地
区
。
震
災
前
に
約
5
7
0
0
名
が
生
活
し
て
い

た
同
地
区
で
は
、
震
災
で
約
7
5
0
名
が
犠
牲
と
な

る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
約
40
年
の
歴
史
を

誇
っ
た
「
ゆ
り
あ
げ
港
朝
市
」
も
、
当
然
開
催
が
で
き

な
く
な
っ
た
。

　
し
か
し
朝
市
は
そ
の
３
週
間
後
に
奇
跡
の
復
活
を
遂

げ
る
。
震
災
に
よ
り
物
流
が
混
乱
す
る
中
、
品
物
を
か

き
集
め
て
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
駐
車
場
を
借
り
る
形
で

小
さ
な
朝
市
を
開
い
た
。
そ
こ
は
震
災
後
に
離
れ
離
れ

に
な
っ
て
い
た
住
民
の
再
会
の
場
に
も
な
っ
た
。「
な
に
も

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
こ
そ
、
勝
負
に
出
る
し
か
な

い
と
思
っ
た
」。
櫻
井
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
県
や
市
の
復
興
計
画
策
定
に
先
駆
け
て
、
自
力
で
で
き

る
と
何
で
も
や
っ
て
き
た
。「
最
初
か
ら
補
助
金
頼
り
な
の

で
は
な
く
、
障
壁
が
多
く
て
も
自
ら
の
手
で
挑
戦
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
」。
朝
市
再
建
を
進
め
る
櫻
井
さ
ん
ら
の
想
い

に
、
共
感
し
た
外
部
か
ら
の
多
く
の
支
援
も
集
ま
っ
た
。

例
え
ば
地
域
の
新
た
な
顔
と
な
っ
た
、
カ
ナ
ダ
政
府
か
ら

の
支
援
に
よ
っ
て
朝
市
の
隣
に
建
設
さ
れ
た
「
メ
イ
プ
ル

館
」
な
ど
、
多
く
の
協
力
や
支
援
の
結
果
が
、
2
0
1
3

年
12
月
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
つ
な
が
っ
た
。

　
朝
市
を
歩
い
て
い
る
と
、1
0
0
円
で
め
か
ぶ
丼
を
出

し
て
い
る
店
、
何
も
言
わ
な
く
て
も
「
ほ
ら
食
べ
て
食
べ

て
」
と
試
食
の
皿
を
手
渡
し
て
く
れ
る
店
、
各
店
創
工
夫

を
し
な
が
ら
積
極
的
に
呼
び
込
み
を
し
て
い
る
。
朝
市
の

集
客
の
秘
訣
の
１
つ
は
、
こ
の
活
気
に
あ
る
よ
う
だ
。

　
櫻
井
さ
ん
は
、
毎
朝
の
朝
礼
、
そ
し
て
営
業
時
間
中

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
を
回
っ
て
も
っ
と
売
り
込
み
の
声

　
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
や
、
外
と
の
つ
な
が
り
に
も
積
極

的
だ
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
数
多
く
出
て
い

る
の
は
、「
来
た
取
材
は
断
ら
な
い
。
１
人
で
も
多
く
の

人
に
来
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
櫻
井
さ
ん
の
努
力
の
賜

物
だ
ろ
う
。
朝
市
の
間
、
魚
を
切
り
な
が
ら
、
ま
た

ち
ょ
っ
と
し
た
休
憩
時
間
で
も
、
ア
ツ
い
思
い
を
聞
か
せ

て
く
れ
る
。
講
演
依
頼
を
受
け
て
県
外
に
行
く
事
も
あ

る
し
、
旅
行
会
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
の
ツ
ア
ー
の
受
入

れ
も
行
う
。
観
光
客
に
も
、
地
元
民
で
に
ぎ
わ
い
地
元

価
格
で
買
物
が
で
き
る
と
評
判
が
良
い
。

　
ま
ず
は
徹
底
的
に
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る
場
所
で
あ

る
こ
と
を
目
指
す
、
そ
れ
が
ベ
ー
ス
の
集
客
に
な
り
、
各

店
舗
の
商
品
力
や
販
売
力
の
底
上
げ
に
つ
な
が
り
、
そ

れ
が
外
部
の
人
を
惹
き
つ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て

何
よ
り
、
朝
市
の
代
表
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
で
あ

る
櫻
井
さ
ん
自
身
が
朝
市
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
集
客
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
出
店
数
の
確
保

も
あ
る
。
震
災
直
後
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
駐
車
場
で
再
開

し
た
際
に
は
、
店
舗
数
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
新
し

く
募
集
し
て
店
舗
数
の
拡
大
に
努
め
た
。
地
元
の
店
だ

け
で
な
く
、
市
外
か
ら
来
て
い
る
店
も
。
元
気
な
お
か

み
さ
ん
が
名
物
の
ウ
ロ
コ
水
産
は
、
南
三
陸
町
か
ら
毎

週
来
て
い
る
そ
う
だ
。

　「
私
た
ち
の
想
い
に
共
感
し
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
人

で
あ
れ
ば
、
ど
こ
か
ら
来
た
人
で
も
受
け
入
れ
ま
す
」

と
櫻
井
さ
ん
。
お
試
し
で
の
臨
時
出
店
も
受
け
入
れ
て

お
り
、
学
生
団
体
が
出
店
し
た
こ
と
も
あ
る
。
一
ヶ
月
の

使
用
料
は
、
安
い
場
所
で
は
3
万
円
と
い
う
手
軽
さ
だ
。

そ
の
理
由
は
、
新
し
い
商
店
を
入
れ
て
競
争
し
切
磋
琢

磨
し
合
わ
な
い
と
、
品
揃
え
と
魅
力
的
な
価
格
を
維
持

で
き
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
新
し
い
血
を
常
に
循
環
さ
せ

続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
く
地
元
住
民
に
支
持
さ
れ
る

朝
市
を
目
指
し
て
い
る
。

昨
年
12
月
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン

活
気
あ
る
朝
市
を
演
出

新
規
参
入
を
受
け
入
れ
、

競
争
を
促
進

を
出
し
て
い
く
よ
う
、
呼
び
か
け
て
い
る
と
い
う
。「
と

に
か
く
い
い
店
の
や
り
方
が
あ
れ
ば
真
似
し
ろ
と
言
っ
て

ま
す
。
商
売
で
す
か
ら
売
っ
て
な
ん
ぼ
。
足
を
止
め
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
始
ま
り
ま
せ
ん
」
と
櫻
井
さ
ん
。

ス
ー
パ
ー
で
は
楽
し
め
な
い
対
面
販
売
の
良
さ
を
訴
求
し

て
い
る
各
店
の
努
力
は
、
朝
市
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
っ
て
来
場
者
の
気
持
ち
を
高
め
て
い
る
。
確
か
に
、
呼

び
込
み
の
声
に
は
、
つ
い
立
ち
止
ま
っ
て
引
き
寄
せ
ら
れ

て
し
ま
う
力
が
あ
る
。
お
母
さ
ん
た
ち
の
営
業
ト
ー
ク

を
聞
き
な
が
ら
、
じ
ゃ
あ
あ
れ
も
こ
れ
も
と
、
つ
い
買
い

物
を
楽
し
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
来
場
者
が
自
由
に
使
え
る
炉
端
焼
き
ス
ペ
ー
ス
も
人

気
だ
。
元
々
は
さ
ん
ま
祭
り
で
、
買
っ
た
さ
ん
ま
を
す

ぐ
に
焼
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
た
も
の
だ
。

復
活
し
た
朝
市
で
は
常
設
で
解
放
さ
れ
て
お
り
、
来
場

者
は
買
っ
た
そ
の
場
で
、
ほ
た
て
を
始
め
と
し
た
海
産
物

を
炭
火
で
焼
い
て
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
家
族

や
仲
間
内
で
楽
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
朝
市
の
活
気
が

よ
り
一
層
、
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　「
ゆ
り
あ
げ
港
朝
市
」
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
商
店
主
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
記
事
が
並
ぶ
。
各

人
の
物
語
に
共
感
し
、
店
主
に
会
っ
て
交
流
を
楽
し
み
た

い
と
い
う
人
た
ち
も
、
朝
市
に
多
く
来
て
く
れ
て
い
る
よ

う
だ
。

　
ま
た
、
品
揃
え
と
価
格
設
定
も
、
朝
市
の
大
き
な
魅

力
と
な
っ
て
い
る
。
陳
列
さ
れ
て
い
る
商
品
を
見
れ
ば
、

あ
く
ま
で
地
元
住
民
の
日
々
の
食
卓
を
意
識
し
て
い
る
こ

と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
地
元
客
は
価
値
を
分
か
っ
て
る
。

安
い
値
段
で
良
い
も
の
を
売
っ
て
食
べ
さ
せ
な
い
と
満
足

し
て
も
ら
え
な
い
」
と
櫻
井
さ
ん
が
話
す
通
り
、

5
0
0
円
も
出
せ
ば
ど
っ
さ
り
海
産
物
を
買
う
こ
と
が

で
き
る
。
観
光
地
化
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
地
元
客

を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
朝
市
を
作
っ
て
き
た
こ
と
で
、
結

果
的
に
外
か
ら
も
人
が
や
っ
て
く
る
の
だ
。

　
今
後
に
つ
い
て
、
櫻
井
さ
ん
は
こ
の
朝
市
を
、
地
域
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
拠
点
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
商

店
が
集
ま
っ
て
買
物
を
楽
し
め
る
場
か
ら
、
さ
ら
に
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
拠
点
へ
と
広
げ
て
い
く
。
た
と
え

ば
今
は
、
セ
リ
市
を
行
い
、
セ
リ
に
参
加
す
る
楽
し
み

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は

さ
ら
に
、
家
族
で
楽
し
め
る
よ
う
な
企
画
と
し
て
、
東

京
世
田
谷
の
ボ
ロ
市
の
よ
う
な
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
蚤

の
市
の
開
催
な
ど
も
検
討
中
だ
。

　
ま
た
W
e
b
サ
イ
ト
上
で
寄
付
を
募
る
「
は
ん

じ
ょ
う
募
金
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
の
は
、
朝
市
の
敷

地
内
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
作
る
た
め
だ
。「
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

の
上
で
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
好
き
に
演
奏
で
き

る
よ
う
な
ジ
ャ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
た
い
ん
で
す
。
仙

台
で
も
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、

誰
で
も
出
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。
出
た
い
人
は
み
ん
な
閖

上
に
来
て
も
ら
っ
て
、
自
由
に
演
奏
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

え
れ
ば
」。
そ
ん
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
そ
の
他
、
朝
市
の
敷
地
の
目
の
前
に
新
た
に
つ
く
ら
れ

る
防
潮
堤
を
活
用
し
て
の
花
火
大
会
な
ど
、
櫻
井
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
は
つ
き
な
い
。「
思
い
つ
い
た
ら
ど
ん
ど
ん
や

れ
ば
い
い
。
で
き
る
か
じ
ゃ
な
く
て
、
覚
悟
を
持
っ
て

や
っ
て
し
ま
う
。
復
興
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
住
民

や
民
間
が
主
体
的
に
企
画
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」。

　
集
客
成
功
の
秘
訣
を
求
め
訪
れ
た
「
ゆ
り
あ
げ
港
朝

市
」。
各
店
舗
に
よ
る
活
気
の
出
し
方
や
、
価
格
設
定
、

店
舗
の
拡
大
な
ど
、
い
く
つ
か
の
ヒ
ン
ト
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
何
よ
り
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
櫻
井

さ
ん
の
発
想
力
、
そ
し
て
そ
れ
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
形
に
す

る
実
行
力
だ
。
彼
を
中
心
と
し
て
動
き
出
し
た
朝
市
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
惹

か
れ
、
共
感
し
た
人
た
ち
と
と
も
に
、
今
後
も
進
化
を

と
げ
る
朝
市
に
ま
た
来
訪
し
た
い
と
思
う
。

人
の
集
う
場
と
し
て

さ
ら
に
進
化
を
目
指
す

地
元
に
根
ざ
す
。

だ
か
ら
広
が
る

「ゆりあげ港朝市」
再開から３ヶ月。震災前比２倍の 集客力の秘密は
あいにくの曇り空にも関わらず、商店からは客引きのための掛け声が飛び、大勢のお客さんで賑わう日曜日の朝。
ここは、2013年12月に全面再開を果たした宮城県名取市閖上地区の「ゆりあげ港朝市」だ。
東北地方沿岸では数多くの仮設商店街がつくられ、復興市が行われているが、集客に苦戦しているところも少なくない。
こうした中、震災前5000人～8000人程度であった来場者数が現在では毎週1万人を超え、
多いときは2万人近くが来場するという「ゆりあげ港朝市」の取り組みに注目した。
運営するのは、約40年前から現地で朝市を開催している「ゆりあげ港朝市協同組合」。
組合理事長で、自身も朝市に「さくらい水産」を出店している櫻井広行さんに集客の秘訣を伺った。

名取市閖上特集

ゆりあげ港朝市共同組合 理事長

櫻井広行さん

（2） ２０１２年（平成 24 年）１月１６日 月曜日（復興 311 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第１号　 （1）２０１２年（平成 24 年）１月１６日 月曜日（復興 311 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第１号　２０１４年（平成２６年）３月３日 月曜日（復興１０８８日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第３２号　（5） ２０１４年（平成２６年）３月３日 月曜日（復興１０８８日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第３２号　 （4）（5） （4）



２
回
約
２
３
０
ヶ
所
の
収
集

所
で
回
収
し
、
市
営
の
コ
ン
ポ

ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
農
業
廃
棄
物

の
籾
殻
・
畜
ふ
ん
と
合
わ
せ
て
、

良
質
な
堆
肥
に
す
る
ん
で
す
。

そ
れ
を
市
内
の
農
地
に
還
元

し
、
農
家
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
農
作
物
を
作
り
ま
す
。

そ
の
農
産
物
は
市
内
の
直
売

所
や
ス
ー
パ
ー
、
学
校
給
食

を
通
じ
て
市
民
の
食
卓
へ
と
還

元
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で

す
」。良質

な
堆

肥
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
は
、

有
機
資
源
と

な
る
生
ご
み

の
分
別
。
地

域
の
主
婦
な

ど
女
性
た
ち

が
中
心
と
な

り
、
生
ご
み

の
回
収
か
ら

コ
ン
ポ
ス
ト

化
ま
で
の
実

験
と
モ
デ
ル
事
業
を
重
ね
た
と

い
う
。
例
え
ば
、
生
ご
み
を

ご
み
袋
に
入
れ
て
収
集
所
へ
持

ち
込
む
の
か
、
バ
ケ
ツ
に
入
れ

て
持
ち
込
む
の
か
な
ど
が
検
討

さ
れ
、
バ
ケ
ツ
方
式
が
採
用
さ

れ
た
。
ま
た
、
肉
の
骨
や
貝

殻
、
と
う
も
ろ
こ
し
や
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
の
芯
な
ど
は
、
堆
肥

化
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

回
収
す
る
生
ご
み
に
は
入
れ
な

い
と
決
め
る
な
ど
、
現
在
の
シ

3
万
3
千
人
が
見
学
に
。	

生
ご
み
が
野
菜
に
な
る

「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」

長
井
市
を
語
る
上
で
、
は

ず
せ
な
い
取
り
組
み
に
な
っ
て

い
る
の
が
、
市
内
の
各
家
庭
か

ら
出
る
生
ご
み
を
活
用
し
て

地
域
で
循
環
さ
せ
て
い
る
「
レ

イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
だ
。
国

内
外
か
ら
注
目
さ
れ
、
な
ん

と
こ
れ
ま
で
に
延
べ
約
３
万
３

０
０
０
人
が
長
井
市
へ
見
学
に

訪
れ
て
い
る
と
い
う
。
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
循
環
さ
せ
て
い

る
の
か
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン

推
進
協
議
会
の
小
林
美
和
子

さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

「
ま
ず
市
内
の
約
５
０
０
０

世
帯
の
キ
ッ
チ
ン
で
生
ご
み
が

分
別
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
週
に

ス
テ
ム
の
基
盤
が
で
き
あ
が
っ

て
い
っ
た
。
そ
の
分
別
は
日
本

一
と
も
評
さ
れ
て
い
る
と
か
。

地
域
が
発
展
し
て
い
く

可
能
性
を
感
じ
て
移
住

特
筆
す
べ
き
は
、
市
民
・
行

政
・
農
家
・
農
業
団
体
な
ど

が
共
に
推
進
協
議
会
を
構
成
し
、

「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
の
運

営
し
て
い
る
こ
と
。
小
林
さ
ん

は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
視

点
か
ら
協
議

を
し
、
各
団

体
に
持
ち

帰
っ
て
実
践

ベ
ー
ス
に
落

と
し
込
ん
で

い
ま
す
。
例

え
ば
、
行
政

の
場
合
は
コ

ン
ポ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
の
運

営
な
ど
に
つ

い
て
改
善
や

検
討
を
は
か

り
、
市
民
の

場
合
は
地
域

団
体
や
女
性

団
体
を
通
じ

て
ご
み
の
分

別
に
つ
い
て

連
絡
し
た
り
、

レ
イ
ン
ボ
ー

農
産
物
の
利

用
拡
大
を
呼

び
か
け
た
り

し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

こ
う
し
た

協
業
が
実
現

し
た
理
由
は
、

「
レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
ン
」
が

市
民
側
か
ら
立
ち
上
が
り
、
共

感
を
集
め
て
い
っ
た
プ
ラ
ン
で
あ

る
こ
と
が
大
き
い
。
元
々
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
市
民
の
会
が

招
集
さ
れ
た
こ
と
が
発
端
で
、

そ
の
初
期
段
階
か
ら
「
地
域
を

良
く
し
て
い
き
た
い
想
い
は
同

じ
は
ず
。
行
政
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
人
を
巻
き
込
む
こ

と
が
大
事
」
と
い
う
認
識
の
も

と
、
市
民
が
一
人
ひ
と
り
を
説

い
て
ま
わ
り
、
賛
同
人
を
集
め

た
の
だ
そ
う
だ
。
視
察
に
来
た

人
々
に
は
、
市
の
職
員
で
は
な

く
市
民
ガ
イ
ド
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
市
民
目
線
の
熱
い

想
い
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
。

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、

稼
働
し
て
18
年
目
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
こ
と
。
18
年
目
と
い
っ

て
も
、
検
討
が
始
ま
っ
た
の
は

１
９
８
８
年
で
、
91
年
に
調

査
委
員
会
が
発
足
し
、
そ
う
し

て
つ
い
に
97
年
に
コ
ン
ポ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
が
操
業
し
た
と
い
う

か
ら
、
長
井
市
の
人
々
の
情
熱

山
形
県	

長
井
市

市
民
の
目
線
と
行
政
の
立
場
の
双
方
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
か
。

東
北
被
災
地
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
各
地
で
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
だ
。

山
形
県
長
井
市
は
、
県
の
南
部
に
位
置
す
る
人
口
約
３
万
人
の
田
園
都
市
。
市
の
西

側
に
朝
日
連
峰
の
山
々
、
中
央
に
最
上
川
が
あ
り
、
日
本
一
の
あ
や
め
公
園
な
ど
が
あ
る

こ
と
か
ら
「
水
と
緑
と
花
の
ま
ち
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

今
、
こ
の
小
さ
な
ま
ち
の
、
２
つ
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

運
営
組
織
を
そ
れ
ぞ
れ
取
材
し
、
地
域
の
未
来
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
聞
い
た
。

vol.11

18
年
目
の
生
ご
み
堆た

い

ひ肥
化
プ
ラ
ン
と

４
年
目
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
民
が
生
み
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
発
信
す
る
、
新
イ
ベ
ン
ト
。

０
歳
児
か
ら
80
代
が
楽
し
め
る
フ
ェ
ス
が
人
を
呼
ぶ

移
住
者
で
あ
る
小
林
さ
ん
が

実
感
し
て
い
る
、
長
井
市
の

人
々
の
「
地
元
愛
」。
そ
れ
を

体
現
し
て
い
る
団
体
が
、
ほ
か

に
も
あ
る
。
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
で
カ
メ
ラ
マ
ン
で
も
あ
る

船
山
裕
紀
さ
ん
が
代
表
を
務
め

る
「
ぼ
く
ら
の
文
楽
」
だ
。
メ

ン
バ
ー
は
、
船
山
さ
ん
の
学
生

時
代
の
同
級
生
や
長
井
市
へ

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
同
志
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

代
表
的
な
活
動
は
、
市
内
で

年
に
一
度
行
う
、
音
楽
と
カ
ル

チ
ャ
ー
の
フ
ェ
ス
「
ぼ
く
ら
の

文
楽
」
を
主
催
し
て
い
る
こ
と
。

毎
回
、
音
楽
ラ
イ
ブ
や
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
楽
器
な
ど
を
つ
く
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
教
室
な
ど

が
行
わ
れ
る
、
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
だ
。
第
一
回
の
開
催
は
２
０

１
１
年
９
月
だ
っ
た
。

地
元
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

企
画
と
し
て
、
船
山
さ
ん
は
次

の
3
つ
を
イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ
と
し

て
決
め
た
。
参
加
者
が
レ
ス
ト

（
休
息
）
で
き
る
こ
と
。
子
供

を
含
め
た
家
族
が
楽
し
め
る
こ

と
。
非
日
常
を
演
出
す
る
こ
と
。

親
子
で
参
加
す
る
に
は
環
境
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
多
い
既

存
の
フ
ェ
ス
で
は
な
く
、
ゆ
っ
た

り
と
楽
し
め
る
お
祭
り
を
目
指

し
た
。
地
元
で
親
し
ま
れ
て
い

る
大
き
な
公
園
を
会
場
に
す
る

た
め
交
渉
し
た
り
、
地
域
の
高

齢
者
が
無
料

で
参
加
で
き

る
よ
う
に
し

た
り
と
、
地

道
な
努
力
を

重
ね
て
き
た
。

こ
う
し
た

運
営
は
、
先

述
の
メ
ン

バ
ー
の
ほ
か
、

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
と
も
い

う
べ
き
地
区

の
公
民
館
が

地
域
・
行
政

と
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
担
当
し
、

イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局
ま
で
を
引

き
受
け
た
こ
と
で
成
り
立
っ
て

い
る
。
皆
、
長
井
市
が
好
き
で

こ
の
取
り
組
み
を
応
援
し
、

「
地
元
を
な
く
し
た
く
な
い
」、

「
子
供
に
残
し
た
い
風
景
が
あ

る
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

で
参
加
し
て
い
る
と
い
う
。

第
一
回
の
来
場
者
は
約
１
５

０
０
人
。
地
元
の
人
々
は
も

ち
ろ
ん
、
岩
手
県
や
宮
城
県
、

福
島
県
か
ら
も
泊
ま
り
が
け

で
来
た
親
子
が
多
く
、
大
盛

況
だ
っ
た
と
い
う
。
以
来
毎
年

秋
に
開
催
し
、
県
内
外
か
ら

毎
回
約
１
０
０
０
人
が
参
加

し
て
い
る
。
参
加
者
の
年
齢
層

は
０
歳
児
か
ら
80
代
。
一
風

変
わ
っ
た
フ
ェ
ス

と
し
て
、
認
知
度

を
上
げ
て
い
る
。

「
長
井
市
に
こ
ん

な
楽
し
み
方
が
あ

る
よ
、
と
い
う
提

案
が
で
き
た
ら
。

『
ぼ
く
ら
の
文
楽
』

を
通
し
て
、
こ
こ

で
で
き
る
体
験
を

全
国
へ
発
信
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と

船
山
さ
ん
。

実
際
に
長
井
市

を
訪
れ
、
地
元
の

人
々
と
話
す
う
ち

に
、
こ
こ
に
は
ゼ
ロ
か
ら
何
か

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
可
能
だ

と
思
わ
せ
る
よ
う
な
空
気
が
あ

る
と
感
じ
た
。
気
概
の
あ
る
人
、

背
中
を
押
し
て
く
れ
る
よ
う
な

人
が
多
い
の
だ
。
船
山
さ
ん
も

「
長
井
市
は
『
可
能
性
を
探
る

こ
と
が
で
き
る
土
地
』
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

そ
う
し
た
空
気
は
な
ぜ
生
ま

れ
た
の
か
。
複
合
的
な
理
由
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
レ

イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
を
ツ
ー
ル

と
し
て
、
一
人
の
熱
い
想
い
が

別
の
誰
か
の
心
に
火
を
つ
け
な

が
ら
、
前
向
き
に
計
画
を
実
現

し
て
い
く
力
を
地
域
で
養
っ
て

い
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
自
分
た
ち
で
何
と
か
し
な

く
て
は
と
い
う
自
立
心
が
、
長

井
市
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。

と
粘
り
強
さ
を
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。

小
林
さ
ん
は
長
井
市
出
身
で

は
な
く
、「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ

ン
」
の
素
晴
ら
し
さ
に
興
味
を

持
ち
、
７
年
前
に
東
京
か
ら
移

住
し
た
の
だ
と
い
う
。

「
長
井
市
に
は
、
地
元
を
と

て
も
愛
し
て
い
て
、
何
と
か
い

い
地
域
に
し
て
子
供
た
ち
へ
受

け
渡
し
た
い
と
い
う
熱
い
想
い

を
持
っ
て
い
る
方
が
多
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
他
の
地
域
が

や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
遂
行
す
る
、

得
体
の
知
れ
な
い
パ
ワ
ー
が
あ

り
ま
す
ね
。
私
も
今
後
、
次
の

世
代
に
『
地
域
の
た
す
き
わ
た

し
』
と
し
て
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ

ン
の
考
え
方
を
伝
え
る
活
動
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

（7） （6）

　漁師になるにはどうしたらいいのか？
　釣りをしたことはあったとしても、それ
と漁船に乗って生計を立てることには大き
な隔たりがある気がしてしまう。仮に船一
隻もらったとしても、それをどう活用した
らいいのか多くの人は見当もつかない。
　1月中旬の午前3時 50分頃。岩手県
大槌町、赤浜地区の漁港。一面暗闇の中
に、ぼんやりと白い光が浮かんだ。光の周
りには人が集まっていて、近づけばその光
が船だと気づく。彼らと船に乗り込むと、
出発の声もなく静かに船は陸を離れた。こ
れから近海の漁場を3箇所周るという。気
温は氷点下。海からの風に身を縮め、月
を見上げた。
　この日、地元テレビ局や新聞社、全国
区メディアも取材で船に乗り込んだ。取材
対象は3人の新米漁師 “候補 “。大槌町
が開催した３泊４日の新規漁業就業者体
験講座の参加者だ。
　網を引き上げながら「これは結構しん
どいですね」と奈良寿昭さん。顔を歪め
ながらも笑っているようで、そのしんどさ
を楽しんでいるようにも見える。彼は震災
後、NPO法人遠野まごころネットのスタッ

フとして大槌町を支援してきたが、これま
でとはまた違った支援があるのではないか
と参加。震災後から支援してきた大槌へ
の思いはもちろん、ボランティアを通して
岩手の食に触れる中で、「どうやったらそ
の魅力を伝えられるのか」と思ったことが
あるという。中でも水揚げ時期の新鮮な
時にしか食べることの出来ない、ワカメの
しゃぶしゃぶの感動は、取材中に幾度と
無く話にあがった。
　町内で働く三浦健一さんは、今回の参
加者の中で最年長。取材へは言葉は少な
いが、漁業者だった両親を思い、自身が
漁業に関わることと思いを重ねあわせる。
「寒い時はこんなものじゃないですよ」と
教えてくれた。
　岩手県大槌町は、漁業の町だ。ワカ
メ・コンブ、ホタテ、イカなどの豊富な水
揚げがあり、サケを丸々塩漬けにした新
巻き鮭は大槌が発祥とも言われる。しか
し、この漁業の町で、震災前には800 人
以上いた漁業従事者が、現在 200 名近く
まで大幅に減っている。基幹産業である
漁業を再生させようと思った時に後継者問
題は大きい。しかし、漁業は、興味を

もった人がいたとしてもいきなり始められ
る仕事ではない。元々・家族の誰かしら
が漁業者で、そのお手伝いなどを通して、
なんとなく知っていたりすることが多く、
そうでない人がいきなり始めるとなると、
そもそも何から始めたら？となる。
　大槌町は復興計画の中に漁業学校を組
み込んだ。「学校」を検討しているのは、
漁業を始めるまでのその落差を埋めること
で、全国の潜在的に漁業に興味を持つ人
たちの興味を引ければと考えるからだろう。
そして、将来を見据えた改革のトライアル
として今回がある。漁業者 600 名減を思
えば、3名の参加は少ない。しかし、これ
によって町が注目を集め、記者が集まり、
全国に発信される。これが次のうねりを引
き出す先鞭になる可能性を秘めている。
　「これまでは外の人間として関わってき
たが、これからは町の魅力と外の人をつ
なぐ橋渡しになりたい」と奈良さんは話す。
肝心の「漁業者になるかどうか」はまだ
分からないが、今回得られた経験は何か
しらの形で次の一歩につながり、将来の
実となるだろう。

盛岡

遠野

大船渡

宮古

大槌

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

写
真
・
文
＝
岐
部
淳
一
郎

［24］
明
日
の
漁
師
を
育
て
る

大
槌
町
・
新
規
漁
業
就
業
者

体
験
講
座

「ぼくらの文楽」は、音楽ライブ、トー
クショー、楽器などをつくるワーク
ショップ、けん玉教室など、親子で楽
しめるコンテンツが多いのが特徴だ。

会場は、縄文時代の遺跡が保存されている公園「古代の丘縄
文村」。東北の飲食店や雑貨店などの出店が多数あり、ゆっ
くり買い物を楽しむこともできる。

レインボープラン推進協議会の
小林美和子さん。「今後、レイ
ンボープランの認証農産物が土
産品などに使われれば、市がよ
り元気になるはず」と語る。

コンポストセンター。ここの年間計画投入量は、生ごみ約900t、畜ふん約400t、
籾殻約 200t。それらから約400tの堆肥をつくっている。

長井市民にとっては当たり前の景
色となった生ごみ回収所。長井市で
育った若者は、他市にこの仕組み
がないと知って驚く人もいるとか。

「レインボープラン」の堆肥によってつ
くられた野菜などは、認証農産物として、
市民に分かるように市内の直売所やスー
パーなどに並べられる。

「レインボープラン」勉強会。市内のさまざまな立場の人が関わり協働で進めている。
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場
い
た
だ
い
た
。

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
は
「
東
北

は
今
、
世
界
的
に
見
て
も
一
番

成
長
し
て
い
る
ア
ツ
い
場
所
」

「
日
本
人
の
寄
付
総
額
が
震
災

を
機
に
上
が
り
続
け
て
い
る
。

新
し
い
土
壌
が
で
き
つ
つ
あ
る
」

な
ど
の
言
葉
に
、
会
場
で
は
笑

顔
で
頷
く
多
く
の
顔
が
。

東
北
か
ら
取
り
寄
せ
た
ワ
カ

メ
や
い
ち
ご
、
有
機
野
菜
、
日

本
酒
に
は
、「
わ
あ
！
美
味
し

い
！
」
と
、
驚
き
と
感
動
の
声
。

ま
た
３
県
・
東
京
で
活
躍
す
る

復
興
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
も
マ

イ
ク
を
握
っ
て
い
た
だ
き
、
決

意
発
表
あ
り
、
爆
笑
あ
り
、
女

性
た
ち
の
黄
色
い
声
あ
り
の
賑

や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

熱
気
で
い
っ
ぱ
い
の
会
場
を
眺

め
な
が
ら
、「
北
風
と
太
陽
」
が

浮
か
ん
だ
。
震
災
か
ら
３
年
が

経
つ
今
、「
忘
れ
な
い
で
」「
ま
だ

こ
ん
な
に
大
変
」
と
訴
え
て
も
、

コ
ー
ト
の
襟
を
立
て
足
早
に
通
り

過
ぎ
る
人
は
多
く
な
っ
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
、「
何
だ
か

楽
し
そ
う
」
な
ム
ー
ド
や
、
東

北
で
活
動
す
る
人
の
ワ
ク
ワ
ク
や

感
動
、
や
り
が
い
と
い
っ
た
温
度

が
、
人
を
立
ち
止
ま
ら
せ
、
引

き
寄
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後

の
東
北
復
興
新
聞
の
役
割
も
、

こ
の
「
太
陽
」
の
側
に
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

東
北
に
あ
る
希
望
を
詰
め
込
ん

だ
復
興
本
の
発
刊
日
に
、
私
た
ち

も
ま
た
、
新
し
い
希
望
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。（
編 

集
長
）

復
興
本
『
３
Ｙ
Ｅ
Ａ

Ｒ
Ｓ
』
の
発
売
日
。
都

内
で
開
催
し
た
出
版
記

念
イ
ベ
ン
ト
に
、
１
3

０
名
を
超
え
る
方
に
来

２
月
16
日
、
復
興
庁
が
推
進
す

る
「
新
し
い
東
北
」
先
導
モ
デ
ル

事
業
に
も
採
用
さ
れ
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．
ら
に
よ
る
「
東

北
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
初

回
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
東
京
渋
谷
区
で

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
こ
の
３
年
間
、

東
北
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
復
興

の
取
り
組
み
を
、
東
北
に
限
ら
ず

日
本
全
国
の
地
域
の
課
題
解
決
へ

と
活
用
す
る
た
め
の
新
し
い
学
び

の
場
。
復
興
現
場
の
取
り
組
み
を

「
ケ
ー
ス
」
と
し
て
教
材
化
し
、

ケ
ー
ス
を
元
に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
中
心
に
進
め
る
も
の
だ
。

初
回
と
な
っ
た
今
回
は
、
福
島

県
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
中

間
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
一
般
社

団
法
人Bridge for Fukushima

（
以
下
B
Ｆ
Ｆ
）
を
ケ
ー
ス
と
し

て
行
わ
れ
た
。
東
北
復
興
の
活
動

を
し
て
い
る
人
に
限
ら
ず
、
将
来

的
に
地
元
地
域
へ
の
U
タ
ー
ン
を

考
え
て
い
る
人
な
ど
2
〜
30
代
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
中
心
に
20
名
が

参
加
。
福
島
の
現
状
や
B
Ｆ
Ｆ
の

今
ま
で
の
取
り
組
み
を
事
前
に

ケ
ー
ス
で
読
み
込
ん
だ
上
で
、

「
自
ら
が
B
Ｆ
Ｆ
の
一
員
と
な
っ
た

ら
ど
の
よ
う
な
課
題
に
、
な
ぜ
取

り
組
む
の
か
」「
取
り
組
む
事
業

の
内
容
を
具
体
的
に
提
案
せ
よ
」

と
い
っ
た
課
題
に
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．
と
と
も
に
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
当
日
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
た
株
式

会
社
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
イ
ニ
シ
ア

東
北
各
地
の
自
治
体
や
民
間

団
体
へ
、
日
本
全
国
か
ら
長
期

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る

「
右
腕
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
派

遣
者
に
つ
い
て
、
実
施
団
体
で

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．

は
追
跡
調
査
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
発
表
し
た
。

調
査
は
既
に
派
遣
が
終
了
し

て
い
る
96
名
を
対
象
に
行
わ
れ
、

60
％
が
派
遣
期
間
終
了
後
も

被
災
地
で
継
続
し
て
就
業
し
て

い
る
結
果
と
な
っ
た
。
内
訳
は
、

29
％
が
派
遣
先
で
の
継
続
雇
用
、

16
％
が
起
業
、
15
％
は
現
地
の

他
事
業
者(

企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ)

の
も
と
へ
の
転
職
。
被
災
地
へ

の
定
着
の
要
因
と
し
て
は
、
派

遣
期
間
中
の
「
地
域
と
の
つ
な

「
Ａ
ち
ゃ
ん
は
優
し
い
し
、

Ｂ
ち
ゃ
ん
は
可
愛
い
。
Ｃ

ち
ゃ
ん
は
一
緒
に
い
て
楽
し
い

ん
だ
よ
な
。
参
っ
た
な
ぁ
～
。

選
べ
な
い
よ
～
」。
遡
る
こ
と

約
25
年
、
小
学
校
高
学
年
の

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
３
人

か
ら
本
命
チ
ョ
コ
を
も
ら
い

有
頂
天
だ
っ
た
私
は
魅
力
的
な

女
子
に
想
い
を
馳
せ
妄
想
し
た
。

な
お
、
今
振
り
返
る
と
そ
れ
が

モ
テ
期
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
、
当
時
の
私
は
知
る
由
も

な
か
っ
た
。

シ
ン
プ
ル
な
味
が
魅
力
の

「
中
井
さ
ん
家
の
海
の
恵
・
し
お

味
」、
パ
ン
チ
が
効
い
て
癖
に
な
る

「
相
澤
さ
ん
の
家
の
天
の
恵
・
と

う
が
ら
し
味
」、
ほ
の
か
な
香
り

に
癒
さ
れ
る
「
阿
部
さ
ん
の
家
の

大
地
の
恵
み
・
オ
リ
ー
ブ
味
」。

各
々
個
性
的
な
３
種
類
の
海
苔

が
１
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
、
石
巻
元

気
商
店
の
「
天
ま
で
届
く
お
や
つ

海
苔
」
に
囲
ま
れ
た
と
き
、
思

わ
ず
そ
ん
な
淡
い
思
い
出
が
蘇
っ

た
。
毎
年
全
国
に
先
駆
け
て
収

穫
さ
れ
る
宮
城
県
石
巻
湾
の
海

苔
。
３
人
の
３
代
目
海
苔
漁
師

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
愛
情
た
っ
ぷ
り

に
育
て
た
海
苔
の
中
で
も
最
初

の
新
芽
だ
け
を
摘
み
取
っ
た

「
一
番
摘
み
海
苔
」
の
み
を
贅

沢
に
使
用
し
て
い
る
。
総
生

産
量
の
３
％
し
か
採
れ
な
い

貴
重
な
海
苔
は
、
海
苔
漁
師

た
ち
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」

と
直
筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら

れ
贈
ら
れ
る
本
命
チ
ョ
コ
な
ら

ぬ
「
本
命
海
苔
」
だ
。
柔
ら

か
く
、
香
り
高
く
、
味
も
良

い
。
３
拍
子
揃
っ
た
海
苔
を

食
べ
る
と
、
パ
リ
っ
と
心
地
よ

い
音
と
共
に
、
口
の
中
に
磯
の

香
り
が
広
が
っ
た
。

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
な
ど
、
３

種
類
以
上
の
豊
富
な
う
ま
み

成
分
や
、
タ
ン
パ
ク
質
を
含
む

海
苔
は
お
酒
と
の
相
性
は
抜
群
。

飲
ま
せ
上
手
の
海
苔
た
ち
に
囲

ま
れ
、
ひ
と
と
き
の
モ
テ
期
に

酔
い
し
れ
た
い
。（
Ｋ
）

三つ巴の贅沢
海苔漁師から「本命海苔」の贈り物

石巻元気商店　天まで届くおやつ海苔

テ
ィ
ブ
代
表
の
北
島
氏
は
「
ビ
ジ

ネ
ス
と
違
い
、
地
域
課
題
の
解
決

に
は
明
確
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

存
在
し
な
い
。
復
興
現
場
の
ケ
ー

ス
を
元
に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
学
び

を
可
視
化
す
る
価
値
は
高
い
」
と

話
す
。
初
回
と
な
る
今
回
は
「
課

題
の
設
定
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

セ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
が
、
今
後
は

別
の
ケ
ー
ス
、
別
の
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
。

次
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
３
月
８

日
。
宮
城
県
名
取
市
で
進
め
ら

れ
て
い
る
農
業
の
６
次
産
業
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ロ
ク
フ
ァ
ー
ム

ア
タ
ラ
タ
」
が
ケ
ー
ス
と
な
る
。

各
地
の
復
興
現
場
で
培
わ
れ
た

知
見
が
形
式
化
さ
れ
、
日
本
全

国
の
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
に
活
用
さ
れ

る
。
今
後
も
是
非
注
目
し
た
い
。

「新しい東北」
先導モデル事業

「
東
北
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
始
動
！

復
興
現
場
の
知
見
を
日
本
全
国
へ

「
右
腕
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
追
跡
調
査

60
％
が
東
北
で
就
業
・
起
業

が
り
」、
派
遣
者
間
の
「
横
の

つ
な
が
り
」、
半
年
経
っ
て
環
境

に
慣
れ
た
段
階
で
の
「
も
っ
と

や
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
、

そ
し
て
「
地
域
で
は
た
ら
く
こ

と
の
手
応
え
と 

面
白
さ
」
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
定
期
間
住
み
込
み
で
地
域
お

こ
し
を
行
う
総
務
省
の
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
に
お
け
る
定
着
率

は
56
％
（
平
成
25
年
度
総
務
省
調

査
）
で
あ
り
、
そ
れ
を
上
回
っ
た

形
。
上
記
の
「
つ
な
が
り
」
や

「
仕
事
の
面
白
さ
」
を
感
じ
ら
れ

る
土
台
と
し
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．
で

は
派
遣
さ
れ
た
右
腕
同
士
が
学
び
、

交
流
す
る
合
宿
も
定
期
的
に
開

催
す
る
な
ど
し
て
、
派
遣
人
材
を

側
面
支
援
し
て
い
る
。

ぷりっぷりの春牡蠣、始まる
冬が旬と言われる牡蠣だが、これからどんどん実入りが
良くなると言う春牡蠣を、引き続きお楽しみください！
写真：Funny!!平井慶祐@宮城県石巻市狐崎浜

当日オブザーブ参加した BFF 伴場代表（左奥）
は「各地域で何かしらの課題がある。福島だか
らできないというのは言い訳」と呼びかけた。

海と船が描かれた切り絵のようなおしゃれなパッケージも魅力的。
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